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【手続補正書】
【提出日】平成28年5月19日(2016.5.19)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　溶融加工可能な有機材料の加工安定性を強化するための方法であって、
　式（Ｖ）：
【化１】
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（式中、
　Ｒ21は、ＣＯＲ28またはＳｉ（Ｒ29）3（式中、Ｒ28は、ＨまたはＣ1～Ｃ20ヒドロカル
ビルから選択され；そしてＲ29は、Ｃ1～Ｃ12ヒドロカルビルまたはアルコキシから選択
される）から選択され；
　Ｒ22は、式Ｖの芳香族部分のｎ＝０～３個の位置で同じまたは異なり得、そして、独立
して、ＨまたはＣ1～Ｃ12ヒドロカルビルから選択される置換基であり；
　Ｒ23は、ＨまたはＣ1～Ｃ12ヒドロカルビルから選択され；
　Ｒ24は、ＨまたはＣ1～Ｃ20ヒドロカルビルから選択され；および
　Ｒ25～Ｒ27の各々は、独立して、Ｈ；Ｃ1～Ｃ12ヒドロカルビル；およびＯＲ30（式中
、Ｒ30は、ＨまたはＣ1～Ｃ12ヒドロカルビルから選択される）から成る群から選択され
るメンバーから選択され；および
　Ｒ27は、Ｈ、またはＲ26と一緒になって＝Ｏを形成する結合である）
に記載のクロマン系化合物を含んでなる加工用添加剤の有効量を、前記有機材料の加工前
または加工中に前記有機材料に添加することを含んでなる、上記方法。
【請求項２】
　前記有機材料が、ポリオレフィン類、ポリエステル類、ポリエーテル類、ポリケトン類
、ポリアミド類、天然ゴムおよび合成ゴム、ポリウレタン類、ポリスチレン類、高衝撃ポ
リスチレン類、ポリアクリレート類、ポリメタクリレート類、ポリアセタール類、ポリア
クリロニトリル類、ポリブタジエン類、アクリロニトリルブタジエンスチレン樹脂、スチ
レンアクリロニトリル樹脂、アクリレートスチレンアクリロニトリル樹脂、酢酸酪酸セル
ロース樹脂、セルロース系重合体、ポリイミド類、ポリアミドイミド類、ポリエーテルイ
ミド類、ポリフェニルスルフィド類、ポリフェニルオキシドポリスルホン類、ポリエーテ
ルスルホン類、塩化ポリビニル類、ポリカーボネート類、ポリケトン類、脂肪族ポリケト
ン類、熱可塑性オレフィン類、架橋ポリアクリレートおよびポリエステル含有アミノ樹脂
、架橋ポリエステルおよびポリアクリレート含有ポリイソシアネート、フェノール／ホル
ムアルデヒド樹脂、尿素／ホルムアルデヒド樹脂およびメラミン／ホルムアルデヒド樹脂
、乾燥および非乾燥アルキッド樹脂、アルキッド樹脂、ポリエステル樹脂、メラミン樹脂
架橋アクリレート樹脂、尿素樹脂、イソシアネート類、イソシアヌレート類、カルバメー
ト類、エポキシ樹脂、酸無水物類またはアミン類と架橋した脂肪族、環式脂肪族、複素環
式および芳香族グリシジル化合物由来の架橋エポキシ樹脂、ポリシロキサン類、マイケル
付加重合体、アミン類、活性不飽和およびメチレン化合物を有するブロックドアミン類、
活性不飽和およびメチレン化合物を有するケチミン類、不飽和アクリル系ポリアセトアセ
テート樹脂と組み合わせたポリケチミン類、不飽和アクリル系樹脂と組み合わせたポリケ
チミン類、放射線硬化型組成物、エポキシメラミン樹脂、有機染料類、化粧品、セルロー
ス系紙処方物、写真用フィルム用紙、繊維、ワックス類およびインク類から成る群から選
択される、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記有機材料が、ｉ）ポリプロピレン、ポリイソブチレン、ポリブタ－１－エン、ポリ
－４－メチルペンタ－１－エンから選択されるモノオレフィンの重合体；ｉｉ）ポリイソ
プレンまたはポリブタジエンから選択されるジオレフィン類；ｉｉｉ）シクロペンテン、
およびノルボルネンから選択されるシクロオレフィン類の重合体；ｉｖ）架橋していても
よいポリエチレン、高密度ポリエチレン（ＨＤＰＥ）、高密度高分子量ポリエチレン（Ｈ
ＤＰＥ－ＨＭＷ）、高密度および超高分子量ポリエチレン（ＨＤＰＥ－ＵＨＭＷ）、中密
度ポリエチレン（ＭＤＰＥ）、低密度ポリエチレン（ＬＤＰＥ）、直鎖低密度ポリエチレ
ン（ＬＬＤＰＥ）、超低密度ポリエチレン（ＶＬＤＰＥ）、および超低密度ポリエチレン
（ＵＬＤＰＥ）から選択されるポリエチレン；その共重合体；およびｖｉ）その混合物、
から成る群から選択されるポリオレフィン重合体である、請求項１または２に記載の方法
。
【請求項４】
　前記加工用添加剤が、
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ｉ）式１～７：
【化２】

【化３】
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（式中、指標は、整数でありおよび
ｎは、２、３または４であり；ｐは、１または２であり；ｑは、２または３であり；ｒは
、４～１２であり、ｙは、１、２または３であり；そしてｚは、１～６であり；Ａ1は、
もし、ｎが２ならば、Ｃ2～Ｃ18アルキレン；酸素、硫黄または－ＮＲ4－により割り込み
されたＣ2～Ｃ12アルキレン；式
【化４】

のラジカルまたはフェニレンであり；
Ａ1は、もし、ｎが３ならば、式－ＣrＨ2r-1－のラジカルであり；
Ａ1は、もし、ｎが４ならば、
【化５】

であり；
Ｂは、直接の結合、－ＣＨ2－、－ＣＨＲ4－、－ＣＲ1Ｒ4－、硫黄、Ｃ5～Ｃ7シクロアル
キリデン、または３位、４位および／または５位の位置で１～４個のＣ1～Ｃ4アルキルラ
ジカルで置換されたシクロヘキシリデンであり；
Ｄ1は、もし、ｐが１ならば、Ｃ1～Ｃ4アルキルであり、そして、もし、ｐが２ならば、
－ＣＨ2ＯＣＨ2－であり；
Ｄ2は、Ｃ1～Ｃ4アルキルであり；
Ｅは、もし、ｙが１ならば、Ｃ1～Ｃ18アルキル、－ＯＲ1またはハロゲンであり；
Ｅは、もし、ｙが２ならば、－Ｏ－Ａ2－Ｏ－であり、ここでＡ2はｎが２である時のＡ1

と同じであり；
Ｅは、もし、ｙが３ならば、式Ｒ4Ｃ（ＣＨ2Ｏ－）3またはＮ（ＣＨ2ＣＨ2Ｏ－）3のラジ
カルであり；
Ｑは、少なくともｚ価の一価若しくは多価のアルコールまたはフェノールのラジカルであ
って、このラジカルが、前記一価若しくは多価のアルコールまたはフェノールのＯＨ基の
酸素原子を介してリン原子と結合しているラジカルであり；
Ｒ1，Ｒ2およびＲ3は、お互いに独立して、ハロゲン、－ＣＯＯＲ4、－ＣＮもしくは－Ｃ
ＯＮＲ4Ｒ4により非置換もしくは置換されたＣ1～Ｃ18アルキル；酸素、硫黄または－Ｎ
Ｒ4－により割り込みされたＣ2～Ｃ18アルキル；Ｃ7～Ｃ9フェニルアルキル；Ｃ5～Ｃ12

シクロアルキル、フェニルもしくはナフチル；ハロゲン、１～１８個の総炭素原子数を有
する１～３個のアルキルラジカルもしくはアルコキシラジカルまたはＣ7～Ｃ9フェニルア
ルキルにより置換されたナフチルもしくはフェニル；または式
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【化６】

（式中、ｍは、３～６の範囲からの整数である）
のラジカルであり；
Ｒ4は、水素、Ｃ1～Ｃ8アルキル、Ｃ5～Ｃ12シクロアルキルまたはＣ7～Ｃ9フェニルアル
キルであり、
Ｒ5およびＲ6は、互いに独立して、水素、Ｃ1～Ｃ8アルキルまたはＣ5～Ｃ6シクロアルキ
ルであり、
Ｒ7およびＲ8は、もし、ｑが２ならば、互いに独立して、Ｃ1～Ｃ4アルキルまたは一緒に
なって、２，３－デヒドロペンタメチレンラジカルであり；そして
Ｒ7およびＲ8は、もし、ｑが３ならば、メチルであり；
Ｒ14は各々の場合に、水素、Ｃ1～Ｃ9アルキルまたはシクロヘキシルから独立して選択さ
れ、
Ｒ15は各々の場合に、水素またはメチルから独立して選択され、
ＸおよびＹは、各々、直接の結合または酸素であり、
Ｚは、直接の結合、メチレン、－Ｃ（Ｒ16）2－または硫黄であり、および
Ｒ16は、Ｃ1～Ｃ8アルキルである）
に記載の化合物；
ｉｉ）　式８：
【化７】

（式中、Ｒ17は、式８の芳香族部分の０～５個の位置で同じまたは異なる置換基であり、
独立して、Ｃ1～Ｃ20アルキル、Ｃ3～Ｃ20シクロアルキル、Ｃ4～Ｃ20アルキルシクロア
ルキル、Ｃ6～Ｃ10アリール、およびＣ7～Ｃ20アルキルアリールから成る群から選択され
るメンバーから選択される）
に記載のトリスアリールホスフィット；および
ｉｉｉ）　（ｉ）および（ｉｉ）の組み合わせ、
から成る群から選択される少なくとも１つの有機ホスフィットまたはホスホニトをさらに
含む、請求項１～３のいずれか１に記載の方法。
【請求項５】
　前記有機ホスフィットまたはホスホニトが、トリフェニルホスフィット；ジフェニルア
ルキルホスフィット；フェニルジアルキルホスフィット；トリラウリルホスフィット；ト
リオクタデシルホスフィット；ジステアリルペンタエリスリトールホスフィット；トリス
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（２，４－ジ－ｔｅｒｔ－ブチルフェニル）ホスフィット；トリス（ノニルフェニル）ホ
スフィット；式（Ａ）、（Ｂ）、（Ｃ）、（Ｄ）、（Ｅ）、（Ｆ）、（Ｇ）、（Ｈ）、（
Ｊ）、（Ｋ）および（Ｌ）の化合物：
【化８】

【化９】

【化１０】
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【化１１】

【化１２】

【化１３】

【化１４】

【化１５】
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【化１６】

【化１７】

【化１８】

２－ブチル２－エチル－１、３－プロパンジオール２、４、６－トリ－ｔ－ブチルフェノ
ールホスフィット、ビス－（２、６－ジ－ｔ－ブチル４－メチルフェニル）ペンタエリス
リトールジホスフィット、２－ブチル２－エチル－１、３－プロパンジオール２、４－ジ
－クミルフェノール　ホスフィット、２－ブチル２－エチル－１、３－プロパンジオール
４－メチル－２、６－ジ－ｔ－ブチルフェノールホスフィット、およびビス－（２、４、
６－トリ－ｔ－ブチルフェニル）ペンタエリスリトールジホスフィットから成る群から選
択される、請求項４に記載の方法。
【請求項６】
　前記加工用添加剤が、
式（ＩＶａ）、（ＩＶｂ）、または（ＩＶｃ）：
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【化１９】

（式中、
　Ｒ18は、水素またはＣ1～4ヒドロカルビルから選択され；
　Ｒ19およびＲ20の各々は、独立して、水素またはＣ1～Ｃ20ヒドロカルビルから選択さ
れ；および
　Ｒ37は、Ｃ1～Ｃ12ヒドロカルビルから選択される）
の１つ以上に記載の分子フラグメントを有する、少なくとも１つのヒンダードフェノール
化合物をさらに含む、請求項１～５のいずれか１に記載の方法。
【請求項７】
　前記少なくとも１つのヒンダードフェノール化合物が、（１，３，５－トリス（４－ｔ
－ブチル３－ヒドロキシ－２，６－ジメチルベンジル）－１，３，５－トリアジン－２，
４，６－（１Ｈ，３Ｈ，５Ｈ）－トリオン；１，１，３－トリス（２’－メチル－４’－
ヒドロキシ－５’－ｔ－ブチルフェニル）ブタン；トリエチレングリコールビス［３－（
３－ｔ－ブチル４－ヒドロキシ－５－メチルフェニル）プロピオネート］；４，４’－チ
オビス（２－ｔ－ブチル５－メチルフェノール）；２，２’－チオジエチレンビス［３－
（３－ｔ－ブチル４－ヒドロキシル－５－メチルフェニル）プロピオネート］；オクタデ
シル３－（３’－ｔ－ブチル４’－ヒドロキシ－５’－メチルフェニル）プロピオネート
；テトラキスメチレン（３－ｔ－ブチル４－ヒドロキシ－５－メチルヒドロシンナメート
）メタン；Ｎ，Ｎ’－ヘキサメチレンビス［３－（３－ｔ－ブチル４－ヒドロキシ－５－
メチルフェニル）プロピオンアミド］；ジ（４－第三級ブチル－３－ヒドロキシ－２，６
－ジメチルベンジル）チオジプロピオネート；およびオクタデシル３，５－ジ－（ｔｅｒ
ｔ）－ブチル４－ヒドロキシヒドロシンナメートから成る群から選択される、請求項６に
記載の方法。
【請求項８】
　式（Ｖ）の化合物のＲ22が、少なくとも１つの場合に存在して、メチルである、請求項
１～７のいずれか１項に記載の方法。
【請求項９】
　式（Ｖ）の化合物のＲ24が、Ｃ1～Ｃ18ヒドロカルビルである、請求項１～８のいずれ
か１項に記載の安定剤組成物。
【請求項１０】
　前記クロマン系化合物が、
αトコフェロール、βトコフェロール、γトコフェロール、δトコフェロール、その異性
体、関連するトコトリエノール、式（Ｖａ）
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【化２０】

に記載の酢酸ビタミンＥ
その異性体、および
その混合物から成る群から選択される、請求項１～９のいずれか１項に記載の方法。
【請求項１１】
　前記クロマン系化合物が、前記加工用添加剤の総重量の０．００１～５．０重量％存在
する、請求項１～１０のいずれか１項に記載の方法。
【請求項１２】
　前記クロマン系化合物が、前記加工用添加剤の総重量の０．０１～１．０重量％存在す
る、請求項１１に記載の方法。
【請求項１３】
　前記加工用添加剤が、ヒンダードアミン系光安定剤類、ヒンダードヒドロキシル安息香
酸エステル類、ニッケルフェノレート類、紫外線安定剤類、およびその混合物から成る群
から選択される光安定剤の有効量をさらに含む、請求項１～１２のいずれか１項に記載の
方法。
【請求項１４】
　前記光安定剤が、式（ＶＩ）：
【化２１】

（式中
　Ｒ62は、水素；ＯＨ；Ｃ1～Ｃ20ヒドロカルビル；－ＣＨ2ＣＮ；Ｃ1～Ｃ12アシル；そ
してＣ1～Ｃ18アルコキシから成る群から選択されるメンバーから選択され；
　Ｒ65は、水素；およびＣ1～Ｃ8ヒドロカルビルから成る群から選択されるメンバーから
選択され；そして
　Ｒ60、Ｒ61、Ｒ63、およびＲ64の各々は、独立して、Ｃ1～Ｃ20ヒドロカルビルから選
択されるか、またはＲ60およびＲ61および／またはＲ63およびＲ64が、これらが結合して
いる炭素と一緒になって、Ｃ5～Ｃ10シクロアルキルを形成する）
または式（ＶＩａ）
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【化２２】

（式中、
　ｍは、１～２の整数であり；
　Ｒ39は、水素；ＯＨ；Ｃ1～Ｃ20ヒドロカルビル；－ＣＨ2ＣＮ；Ｃ1～Ｃ12アシル；そ
してＣ1～Ｃ18アルコキシから成る群から選択されるメンバーから選択され；および
　Ｇ1～Ｇ4の各々は、独立して、Ｃ1～Ｃ20ヒドロカルビルから選択される）
に記載の分子フラグメントを含むヒンダードアミン系光安定剤化合物である、請求項１３
に記載の方法。
【請求項１５】
　前記ヒンダードアミン系光安定剤が、ビス（２，２，６，６－テトラメチルピペリジン
－４－イル）セバケート；ビス（２，２，６，６－テトラメチルピペリジン－４－イル）
スクシネート；ビス（１，２，２，６，６－ペンタメチルピペリジン－４－イル）セバケ
ート；ビス（１－オクチルオキシ－２，２，６，６－テトラメチルピペリジン－４－イル
）セバケート；ビス（１，２，２，６，６－ペンタメチルピペリジン－４－イル）ｎ－ブ
チル３，５－ジ－ｔｅｒｔ－ブチル４－ヒドロキシベンジルマロネート；１－（２－ヒド
ロキシエチル）－２，２，６，６－テトラメチル－４－ヒドロキシピペリジンおよびコハ
ク酸の縮合物；２，２，６，６－テトラメチルピペリジン－４－イルステアレート；２，
２，６，６－テトラメチルピペリジン－４－イルドデカネート；１，２，２，６，６－ペ
ンタメチルピペリジン－４－イルステアレート；１，２，２，６，６－ペンタメチルピペ
リジン－４－イルドデカネート；Ｎ，Ｎ’－ビス（２，２，６，６－テトラメチルピペリ
ジン－４－イル）ヘキサメチレンジアミンおよび４－ｔｅｒｔ－オクチルアミノ－２，６
－ジクロロ－１，３，５－トリアジンの縮合物；トリス（２，２，６，６－テトラメチル
ピペリジン－４－イル）ニトリロトリアセテート；テトラキス（２，２，６，６－テトラ
メチルピペリジン－４－イル）－１，２，３，４－ブタンテトラカルボキシレート；４－
ベンゾイル－２，２，６，６－テトラメチルピペリジン；４－ステアリルオキシ－２，２
，６，６－テトラメチルピペリジン；ビス（１，２，２，６，６－ペンタメチルピペリジ
ル）－２－ｎ－ブチル２－（２－ヒドロキシ－３，５－ジ－ｔｅｒｔ－ブチルベンジル）
マロン酸；３－ｎ－オクチル－７，７，９，９－テトラメチル－１，３，８－トリアザス
ピロ［４．５］デカン－２，４－ジオン；ビス（１－オクチルオキシ－２，２，６，６－
テトラメチルピペリジル）セバケート；ビス（１－オクチルオキシ－２，２，６，６－テ
トラメチルピペリジル）スクシネート；Ｎ，Ｎ’－ビス（２，２，６，６－テトラメチル
ピペリジン－４－イル）ヘキサメチレンジアミンおよび４－モルホリノ２，６－ジクロロ
－１，３，５－トリアジンの縮合物；２－クロロ－４，６－ビス（４－ｎ－ブチルアミノ
－２，２，６，６－テトラメチルピペリジル）－１，３，５－トリアジンおよび１，２－
ビス（３－アミノプロピルアミノ）エタンの縮合物；２－クロロ－４，６－ビス（４－ｎ
－ブチルアミノ－１，２，２，６，６－ペンタメチルピペリジル）－１，３，５－トリア
ジンおよび１，２－ビス－（３－アミノプロピルアミノ）エタンの縮合物；８－アセチル
－３－ドデシル－７，７，９，９－テトラメチル－１，３，８－トリアザスピロ［４．５
］デカン－２，４－ジオン；３－ドデシル－１－（２，２，６，６－テトラメチルピペリ
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ジン－４－イル）ピロリジン－２，５－ジオン；３－ドデシル－１－（１－エタノイル－
２，２，６，６－テトラメチルピペリジン－４－イル）ピロリジン－２，５－ジオン；３
－ドデシル－１－（１，２，２，６，６－ペンタメチルピペリジン－４－イル）ピロリジ
ン－２，５－ジオン；４－ヘキサデシルオキシ－および４－ステアリルオキシ－２，２，
６，６－テトラメチルピペリジンの混合物；Ｎ，Ｎ’－ビス（２，２，６，６－テトラメ
チルピペリジン－４－イル）ヘキサメチレンジアミンおよび４－シクロヘキシルアミノ－
２，６－ジクロロ－１，３，５－トリアジンの縮合物；１，２－ビス（３－アミノプロピ
ルアミノ）エタン，２，４，６－トリクロロ－１，３，５－トリアジンおよび４－ブチル
アミノ－２，２，６，６－テトラメチルピペリジンの縮合物；２－ウンデシル－７，７，
９，９－テトラメチル－１－オキサ－３，８－ジアザ－４－オキソスピロ［４．５］デカ
ン；オキソ－ピペランジニル－トリアジン；７，７，９，９－テトラメチル－２－シクロ
ウンデシル－１－オキサ－３，８－ジアザ－４－オキソスピロ［４．５］デカンおよびエ
ピクロロヒドリンの反応生成物；テトラキス（２，２，６，６－テトラメチル－４－ピペ
リジル）ブタン－１，２，３，４－テトラカルボキシレート；１，２，３，４－ブタンテ
トラカルボン酸テトラキス（１，２，２，６，６－ペンタメチル－４－ピペリジニル）エ
ステル；１，２，３，４－ブタンテトラカルボン酸１，２，２，６，６－ペンタメチル－
４－ピペリジニルトリデシルエステル；１，２，３，４－ブタンテトラカルボン酸２，２
，６，６－テトラメチル－４－ピペリジニルトリデシルエステル；１，２，３，４－ブタ
ンテトラカルボン酸と２，２，６，６－テトラメチル－２，４，８，１０－テトラオキサ
スピロ［５．５］－ウンデカン３，９－ジエタノールの重合体の１，２，２，６，６－ペ
ンタメチル－４－ピペリジニルエステル；１，２，３，４－ブタンテトラカルボン酸と２
，２，６，６－テトラメチル－２，４，８，１０－テトラオキサスピロ［５．５］－ウン
デカン３，９－ジエタノールの重合体の２，２，６，６－テトラメチル－４－ピペリジニ
ルエステル；炭酸ビス（１－ウンデカンオキシ－２，２，６，６－テトラメチルピペリジ
ン－４－イル）；１－（２－ヒドロキシ－２－メチルプロポキシ）－２，２，６，６－テ
トラメチル－４－ピペリジノール；１－（２－ヒドロキシ－２－メチルプロポキシ）－４
－オクタデカノイルオキシ－２，２，６，６－テトラメチルピペリジン；１－（４－オク
タデカノイルオキシ－２，２，６，６－テトラメチルピペリジン－１－イルオキシ）－２
－オクタデカノイルオキシ－２－メチルプロパン；１－（２－ヒドロキシエチル）－２，
２，６，６－テトラメチル－４－ピペリジノール；１－（２－ヒドロキシエチル）－２，
２，６，６－テトラメチル－４－ピペリジノールおよびジメチルスクシネートの反応生成
物；２，２，４，４－テトラメチル－７－オキサ－３，２０－ジアザジスピロ［５．１．
１１．２］ヘンエイコサン－２１－オン；高級脂肪酸類と２，２，６，６－テトラメチル
－４－ピペリジノールのエステル；３－ドデシル－１－（２，２，６，６－テトラメチル
－４－ピペリジル）ピロリジン－２，５－ジオン；１－オクタデシル－１Ｈ－ピロール－
２，５－ジオンの（１－メチルエテニル）ベンゼンおよび１－（２，２，６，６－テトラ
メチル－４－ピペリジニル）－１Ｈ－ピロール－２，５－ジオンとの重合体；ピペラジノ
ン，１，１’，１’’－［１，３，５－トリアジン－２，４，６－トリイルトリス［（シ
クロヘキシルイミノ）－２，１－エタンジイル］］トリス［３，３，５，５－テトラメチ
ル－；ピペラジノン，１，１’，１’’－［１，３，５－トリアジン－２，４，６－トリ
イルトリス［（シクロヘキシルイミノ）－２，１－エタンジイル］］トリス［３，３，４
，５，５－ペンタメチル－；７，７，９，９－テトラメチル－２－シクロウンデシル－１
－オキサ－３，８－ジアザ－４－オキソスピロ［４．５］デカンおよびエピクロロヒドリ
ンの反応生成物；Ｎ，Ｎ’－ビス（２，２，６，６－テトラメチルピペリジン－４－イル
）ヘキサメチレンジアミンおよび４－シクロヘキシルアミノ－２，６－ジクロロ－１，３
，５－トリアジンの縮合物；１，２－ビス（３－アミノプロピルアミノ）エタン、２，４
，６－トリクロロ－１，３，５－トリアジンおよび４－ブチルアミノ－２，２，６，６－
テトラメチルピペリジンの縮合物；Ｎ，Ｎ’－ビス（２，２，６，６－テトラメチルピペ
リジン－４－イル）ヘキサメチレンジアミンおよび４－モルホリノ２，６－ジクロロ－１
，３，５－トリアジンの縮合物；２－クロロ－４，６－ビス（４－ｎ－ブチルアミノ－２
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，２，６，６－テトラメチルピペリジル）－１，３，５－トリアジンおよび１，２－ビス
（３－アミノプロピルアミノ）エタンの縮合物；２－クロロ－４，６－ビス（４－ｎ－ブ
チルアミノ－１，２，２，６，６－ペンタメチルピペリジル）－１，３，５－トリアジン
および１，２－ビス－（３－アミノプロピルアミノ）エタンの縮合物；２－［（２－ヒド
ロキシエチル）アミノ］－４，６－ビス［Ｎ－（１－シクロヘキシルオキシ－２，２，６
，６－テトラメチルピペリジン－４－イル）ブチルアミノ－１，３，５－トリアジン；プ
ロパン二酸［（４－メトキシフェニル）－メチレン］－ビス－（１，２，２，６，６－ペ
ンタメチル－４－ピペリジニル）エステル；テトラキス（２，２，６，６－テトラメチル
ピペリジン－４－イル）－１，２，３，４－ブタンテトラカルボキシレート；ベンゼンプ
ロパン酸３，５－ビス（１，１－ジメチルエチル）－４－ヒドロキシ－１－［２－［３－
［３，５－ビス（１，１－ジメチルエチル）－４－ヒドロキシフェニル］－１－オキソプ
ロポキシ］エチル］－２，２，６，６－テトラメチル－４－ピペリジニルエステル；Ｎ－
（１－オクチルオキシ－２，２，６，６－テトラメチルピペリジン－４－イル）－Ｎ’－
ドデシルオキサルアミド；トリス（２，２，６，６－テトラメチルピペリジン－４－イル
）ニトリロトリアセテート；１，５－ジオキサスピロ｛５，５｝ウンデカン３，３－ジカ
ルボン酸ビス（１，２，２，６，６－ペンタメチル－４－ピペリジニル）：１，５－ジオ
キサスピロ｛５，５｝ウンデカン３，３－ジカルボン酸ビス（２，２，６，６－テトラメ
チル－４－ピペリジニル）；１－（２－ヒドロキシエチル）－２，２，６，６－テトラメ
チル－４－ヒドロキシピペリジンおよびコハク酸の縮合物；Ｎ，Ｎ’－ビス（２，２，６
，６－テトラメチルピペリジン－４－イル）ヘキサメチレンジアミンおよび４－ｔｅｒｔ
－オクチルアミノ－２，６－ジクロロ－１，３，５－トリアジンの縮合物；１，２，３，
４－ブタンテトラカルボン酸１，２，２，６，６－ペンタメチル－４－ピペリジニルトリ
デシルエステル；テトラキス（２，２，６，６－テトラメチルピペリジン－４－イル）－
１，２，３，４－ブタンテトラカルボキシレート；１，２，３，４－ブタンテトラカルボ
ン酸２，２，６，６－テトラメチル－４－ピペリジニルトリデシルエステル；テトラキス
（１，２，２，６，６－ペンタメチルピペリジン－４－イル）－１，２，３，４－ブタン
テトラカルボキシレート；２，２，４，４－テトラメチル－２１－オキソ－７－オキサ－
３．２０－ジアザスピロ（５．１．１１．２）－ヘンエイコサン－２０－プロパン酸－ド
デシルエステルおよび２，２，４，４－テトラメチル－２１－オキソ－７－オキサ－３．
２０－ジアザスピロ（５．１．１１．２）－ヘンエイコサン－２０－プロパン酸－テトラ
デシルエステルの混合物；１Ｈ，４Ｈ，５Ｈ，８Ｈ－２，３ａ，４ａ，６，７ａ，８ａ－
ヘキサアザシクロペンタ［ｄｅｆ］フルオレン－４，８－ジオン，ヘキサヒドロ－２，６
－ビス（２，２，６，６－テトラメチル－４－ピペリジニル）－；ポリメチル［プロピル
－３－オキシ（２’，２’，６’，６’－テトラメチル－４，４’－ピペリジニル）］シ
ロキサン；ポリメチル［プロピル－３－オキシ（１’，２’，２’，６’，６’－ペンタ
メチル－４，４’－ピペリジニル）］シロキサン；エチルアクリレートおよび２，２，６
，６－テトラメチルピペリジン－４－イルアクリレートとメチルメタクリレートの共重合
体；混合Ｃ20～Ｃ24α－オレフィン類および（２，２，６，６－テトラメチルピペリジン
－４－イル）コハク酸イミドの共重合体；１，２，３，４－ブタンテトラカルボン酸とβ
，β，β’，β’－テトラメチル－２，４，８，１０－テトラオキサスピロ［５．５］ウ
ンデカン３，９－ジエタノールの重合体の１，２，２，６，６－ペンタメチル－４－ピペ
リジニルエステル；１，２，３，４－ブタンテトラカルボン酸とβ，β，β’，β’－テ
トラメチル－２，４，８，１０－テトラオキサスピロ［
５．５］ウンデカン３，９－ジエタノールの重合体の２，２，６，６－テトラメチル－４
－ピペリジニルエステル共重合体；１，３－ベンゼンジカルボキサミド，Ｎ，Ｎ’－ビス
（２，２，６，６－テトラメチル－４－ピペリジニル；１，１’－（１，１０－ジオキソ
－１，１０－デカンジイル）－ビス（ヘキサヒドロ－２，２，４，４，６－ペンタメチル
ピリミジン；エタンジアミド，Ｎ－（１－アセチル－２，２，６，６－テトラメチルピペ
リジニル）－Ｎ’－ドデシル；ホルムアミド，Ｎ，Ｎ’－１，６－ヘキサンジイルビス［
Ｎ－（２，２，６，６－テトラメチル－４－ピペリジニル）；Ｄ－グルシトール，１，３
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：２，４－ビス－Ｏ－（２，２，６，６－テトラメチル－４－ピペリジニリデン）－；２
，２，４，４－テトラメチル－７－オキサ－３，２０－ジアザ－２１－オキソ－ジスピロ
［５．１．１１．２］ヘンエイコサン；プロパンアミド，２－メチル－Ｎ－（２，２，６
，６－テトラメチル－４－ピペリジニル）－２－［（２，２，６，６－テトラメチル－４
－ピペリジニル）アミノ］－；２，２，４，４－テトラメチル－２１－オキソ－７－オキ
サ－３，２０－ジアザジスピロ［５．１．１１．２］ヘンエイコサン－２０－プロパン酸
ドデシルエステル；Ｎ－（２，２，６，６－テトラメチルピペリジン－４－イル）－β－
アミノプロピオン酸ドデシルエステル；Ｎ－（２，２，６，６－テトラメチルピペリジン
－４－イル）－Ｎ’－アミノオキサルアミド；プロパンアミド，Ｎ－（２，２，６，６－
テトラメチル－４－ピペリジニル）－３－［（２，２，６，６－テトラメチル－４－ピペ
リジニル）アミノ］－；４－ヘキサデシルオキシ－および４－ステアリルオキシ－２，２
，６，６－テトラメチルピペリジンの混合物；３－ドデシル－１－（１，２，２，６，６
－ペンタメチルピペリジン－４－イル）ピロリジン－２，５－ジオン；３－ドデシル－１
－（１－エタノイル－２，２，６，６－ペンタメチルピペリジン－４－イル）ピロリジン
－２，５－ジオン；ビス（２，２，６，６－テトラメチルピペリジン－４－イル）スクシ
ネート；ビス（１，２，２，６，６－ペンタメチルピペリジン－４－イル）ｎ－ブチル３
，５－ジ－ｔｅｒｔ－ブチル４－ヒドロキシベンジルマロネート；トリス（２，２，６，
６－テトラメチルピペリジン－４－イル）ニトリロトリアセテート；１，１’－（１，２
－エタンジイル）ビス（３，３，５，５－テトラメチルピペラジノン）；４－ベンゾイル
－２，２，６，６－テトラメチルピペリジン；４－ステアリルオキシ－２，２，６，６－
テトラメチルピペリジン；ビス（１，２，２，６，６－ペンタメチルピペリジル）－２－
ｎ－ブチル２－（２－ヒドロキシ－３，５－ジ－ｔｅｒｔ－ブチルベンジル）マロン酸；
３－ｎ－オクチル－７，７，９，９－テトラメチル－１，３，８－トリアザスピロ［４．
５］デカン－２，４－ジオン；ビス（１－オクチルオキシ－２，２，６，６－テトラメチ
ルピペリジル）セバケート；ビス（１－オクチルオキシ－２，２，６，６－テトラメチル
ピペリジル）スクシネート；８－アセチル－３－ドデシル－７，７，９，９－テトラメチ
ル－１，３，８－トリアザスピロ［４．５］デカン－２，４－ジオン；３－ドデシル－１
－（２，２，６，６－テトラメチルピペリジン－４－イル）ピロリジン－２，５－ジオン
；３－ドデシル－１－（１－エタノイル－２，２，６，６－テトラメチルピペリジン－４
－イル）ピロリジン－２，５－ジオン；３－ドデシル－１－（１，２，２，６，６－ペン
タメチルピペリジン－４－イル）ピロリジン－２，５－ジオン；４－ヘキサデシルオキシ
－および４－ステアリルオキシ－２，２，６，６－テトラメチルピペリジンの混合物；２
－ウンデシル－７，７，９，９－テトラメチル－１－オキサ－３，８－ジアザ－４－オキ
ソスピロ［４．５］デカン；１，５－ジオキサスピロ｛５，５｝ウンデカン３，３－ジカ
ルボン酸ビス（２，２，６，６－テトラメチル－４－ピペリジニル）および１，５－ジオ
キサスピロ｛５，５｝ウンデカン３，３－ジカルボン酸ビス（１，２，２，６，６－ペン
タメチル－４－ピペリジニル）；Ｎ1－（β－ヒドロキシエチル）３，３－ペンタメチレ
ン－５，５－ジメチルピペラジン
－２－オン；Ｎ1－ｔｅｒｔ－オクチル－３，３，５，５－テトラメチル－ジアゼピン－
２－オン；Ｎ1－ｔｅｒｔ－オクチル－３，３－ペンタメチレン－５，５－ヘキサメチレ
ン－ジアゼピン－２－オン；Ｎ1－ｔｅｒｔ－オクチル－３，３－ペンタメチレン－５，
５－ジメチルピペラジン－２－オン；ｔｒａｎｓ－１，２－シクロヘキサン－ビス－（Ｎ
1－５，５－ジメチル－３，３－ペンタメチレン－２－ピペラジノン；ｔｒａｎｓ－１，
２－シクロヘキサン－ビス－（Ｎ1－３，３，５，５－ジスピロペンタメチレン－２－ピ
ペラジノン）；Ｎ1－イソプロピル－１，４－ジアザジスピロ－（３，３，５，５）ペン
タメチレン－２－ピペラジノン；Ｎ1－イソプロピル－１，４－ジアザジスピロ－３，３
－ペンタメチレン－５，５－テトラメチレン－２－ピペラジノン；Ｎ1－イソプロピル－
５，５－ジメチル－３，３－ペンタメチレン－２－ピペラジノン；ｔｒａｎｓ－１，２－
シクロヘキサン－ビス－Ｎ1－（ジメチル－３，３－ペンタメチレン－２－ピペラジノン
）；Ｎ1－オクチル－５，５－ジメチル－３，３－ペンタメチレン－１，４－ジアゼピン
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－２－オン；およびＮ1－オクチル－１，４－ジアザジスピロ－（３，３，５，５）ペン

タメチレン－１，５－ジアゼピン－２－オンから成る群から選択される、請求項１３また
は１４に記載の方法。
【請求項１６】
　前記光安定剤が、２－ヒドロキシベンゾフェノン化合物、２－（２’－ヒドロキシフェ
ニル）ベンゾトリアゾール化合物、２－（２’－ヒドロキシフェニル）－１，３，５－ト
リアジン化合物，およびそれらの組み合わせから成る群から選択される、紫外線吸収剤で
ある、請求項１３に記載の方法。
【請求項１７】
　前記紫外線吸収剤が、４，６－ビス－（２，４－ジメチルフェニル）－２－（２－ヒド
ロキシ－４－オクチルオキシフェニル）－ｓ－トリアジン；４，６－ビス－（２，４－ジ
メチルフェニル）－２－（２，４－－ジヒドロキシフェニル）－ｓ－トリアジン；２，４
－ビス（２，４－ジヒドロキシフェニル）－６－（４－クロロフェニル）－ｓ－トリアジ
ン；２，４－ビス［２－ヒドロキシ－４－（２－ヒドロキシ－エトキシ）フェニル］－６
－（４－クロロフェニル）－ｓ－トリアジン；２，４－ビス［２－ヒドロキシ－４－（２
－ヒドロキシ－４－（２－ヒドロキシ－エトキシ）フェニル］－６－（２，４－ジメチル
フェニル）－ｓ－トリアジン；２，４－ビス［２－ヒドロキシ－４－（２－ヒドロキシエ
トキシ）フェニル］－６－（４－ブロモフェニル）－ｓ－トリアジン；２，４－ビス［２
－ヒドロキシ－４－（２－アセトキシエトキシ）フェニル］－６－（４－クロロフェニル
）－ｓ－トリアジン；２，４－ビス（２，４－ジヒドロキシフェニル）－６－（２，４－
ジメチルフェニル）－ｓ－トリアジン；２，４－ビス（４－ビフェニル）－６－［２－ヒ
ドロキシ－４－［（オクチルオキシカルボニル）エチリデンオキシ］フェニル］－ｓ－ト
リアジン；２，４－ビス（４－ビフェニル）－６－［２－ヒドロキシ－４－（２－エチル
ヘキシルオキシ）フェニル］－ｓ－トリアジン；２－フェニル－４－［２－ヒドロキシ－
４－（３－ｓｅｃ－ブチルオキシ－２－ヒドロキシプロピルオキシ）フェニル］－６－［
２－ヒドロキシ－４－（３－ｓｅｃ－アミルオキシ－２－ヒドロキシプロピルオキシ）フ
ェニル］－ｓ－トリアジン；２，４－ビス（２，４－ジメチルフェニル）－６－［２－ヒ
ドロキシ－４（－３－ベンジルオキシ－２－ヒドロキシプロピルオキシ）フェニル］－ｓ
－トリアジン；２，４－ビス（２－ヒドロキシ－４－ｎ－ブチルオキシフェニル）－６－
（２，４－ジ－ｎ－ブチルオキシフェニル）－ｓ－トリアジン；２，４－ビス（２，４－
ジメチルフェニル）－６－［２－ヒドロキシ－４－（３－ノニルオキシ－２－ヒドロキシ
プロピルオキシ）－５－α－クミルフェニル］－ｓ－トリアジン；メチレンビス－｛２，
４－ビス（２，４－ジメチルフェニル）－６－［２－ヒドロキシ－４－（３－ブチルオキ
シ－２－ヒドロキシプロポキシ）フェニル］－ｓ－トリアジン｝；５：４：１の比率で３
：５’位、５：５’位および３：３’位の位置で架橋したメチレン架橋二量体混合物；２
，４，６－トリス（２－ヒドロキシ－４－イソオクチルオキシカルボニルイソプロピリデ
ンオキシ－フェニル）－ｓ－トリアジン；２，４－ビス（２，４－ジメチルフェニル）－
６－（２－ヒドロキシ－４－ヘキシルオキシ－５－α－クミルフェニル）－ｓ－トリアジ
ン；２－（２，４，６－トリメチルフェニル）－４，６－ビス［２－ヒドロキシ－４－（
３－ブチルオキシ－２－ヒドロキシプロピルオキシ）フェニル］－ｓ－トリアジン；２，
４，６－トリス［２－ヒドロキシ－４－（３－ｓｅｃ－ブチルオキシ－２－ヒドロキシプ
ロピルオキシ）－フェニル］－ｓ－トリアジン；４，６－ビス－（２，４－ジメチルフェ
ニル）－２－（２－ヒドロキシ－４－（３－ドデシルオキシ－２－ヒドロキシプロポキシ
）フェニル）－ｓ－トリアジンおよび４，６－ビス－（２，４－ジメチルフェニル）－２
－（２－ヒドロキシ－４－（３－トリデシルオキシ－２－ヒドロキシプロポキシ）フェニ
ル）－ｓ－トリアジンの混合物；４，６－ビス－（２，４－ジメチルフェニル）－２－（
２－ヒドロキシ－４（３－（２－エチルヘキシルオキシ）－２－ヒドロキシプロポキシ）
－フェニル）－ｓ－トリアジン；４，６－ジフェニル２－（４－ヘキシルオキシ－２－ヒ
ドロキシフェニル）－ｓ－トリアジン；およびそれらの組み合わせから成る群から選択さ
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れるメンバーから選択される、２－（２’－ヒドロキシフェニル）－１，３，５－トリア
ジン化合物である、請求項１６に記載の方法。
【請求項１８】
　前記加工用添加剤が、
ｉ）　式（ＶＩＩＩ）：
【化２４】

（式中、
　Ｔ1は、置換されていてもよいＣ1－Ｃ36ヒドロカルビル，置換されていてもよいＣ5－
Ｃ12シクロアルキル、および置換されていてもよいＣ7－Ｃ9アラルキルから成る群から選
択されるメンバーから選択され；および
　Ｔ2は、水素またはＴ1から選択される）に記載のヒドロキシルアミン化合物；および
ｉｉ）　式（ＩＸ）：

【化２５】

（式中、
　Ｗ1およびＷ2の各々は、独立して、直鎖または分岐鎖Ｃ6－Ｃ36アルキル、Ｃ6－Ｃ12ア
リール、Ｃ7－Ｃ36アラルキル、Ｃ7－Ｃ36アルカリル、Ｃ5－Ｃ36シクロアルキル、Ｃ6－
Ｃ36アルクシクロアルキル；およびＣ6－Ｃ36シクロアルキルアルキルから成る群から選
択されるＣ6－Ｃ36ヒドロカルビルから選択され；
　Ｗ3は、直鎖または分岐鎖Ｃ1－Ｃ36アルキル、Ｃ6－Ｃ12アリール、Ｃ7－Ｃ36アラルキ
ル、Ｃ7－Ｃ36アルカリル、Ｃ5－Ｃ36シクロアルキル、Ｃ6－Ｃ36アルクシクロアルキル
；およびＣ6－Ｃ36シクロアルキルアルキルから成る群から選択されるＣ1－Ｃ36ヒドロカ
ルビルであり；
　但し、Ｗ1、Ｗ2およびＷ3の少なくとも１つは、β炭素－水素結合を含み；および
　Ｗ1、Ｗ2およびＷ3の前記アルキル、アラルキル、アルカリル、シクロアルキル、アル
クシクロアルキルおよびシクロアルキルアルキル基が、―Ｏ―、―Ｓ―、―ＳＯ―、―Ｓ
Ｏ2―、―ＣＯＯ―、―ＯＣＯ―、―ＣＯ―、―ＮＷ4―、―ＣＯＮＷ4―および―ＮＷ4Ｃ
Ｏ―から成る群から選択される１～１６個の部分で割り込まれ得、またはＷ1、Ｗ2および
Ｗ3の前記アルキル、アラルキル、アルカリル、シクロアルキル、アルクシクロアルキル
およびシクロアルキルアルキル基が、―ＯＷ4、―ＳＷ4、―ＣＯＯＷ4、―ＯＣＯＷ4、―
ＣＯＷ4、―Ｎ（Ｗ4）2、―ＣＯＮ（Ｗ4）2、―ＮＷ4ＣＯＷ4および―Ｃ（ＣＨ3）（ＣＨ

2Ｒx）ＮＬ（ＣＨ2Ｒx）（ＣＨ3）Ｃ―基を含む５員環および６員環から成る群から選択
される１～１６個の置換基で置換され得、
　Ｗ4は、水素またはＣ1～Ｃ8アルキルから選択され；
　Ｒxは、水素またはメチルから選択され；および
　Ｌは、Ｃ1～Ｃ30アルキル；－Ｃ（Ｏ）Ｒ部分、または－ＯＲ部分（式中、Ｒは、Ｃ1～
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Ｃ30直鎖または分岐鎖アルキル基である）から選択され；または
　Ｗ1、Ｗ2およびＷ3の前記アルキル、アラルキル、アルカリル、シクロアルキル、アル
クシクロアルキルおよびシクロアルキルアルキル基が、上述の部分および/または置換基
のいずれかにより割り込みと置換どちらもされ；および
　Ｗ1、Ｗ2およびＷ3の前記アリール基は、ハロゲン、Ｃ1～Ｃ8アルキル基またはＣ1～Ｃ

8アルコキシ基から独立して選択される１から３の化合物で置換され得る）
に記載の第三級アミンオキシド化合物；および
ｉｉｉ）　それらの組み合わせ
から成る群から選択される少なくとも１つの化合物をさらに含む、請求項１～１７のいず
れか１項に記載の方法。
【請求項１９】
　前記式（ＶＩＩＩ）に記載の化合物が、Ｎ，Ｎ－ジベンジルヒドロキシルアミン；Ｎ，
Ｎ－ジエチルヒドロキシルアミン；Ｎ，Ｎ－ジオクチルヒドロキシルアミン；Ｎ，Ｎ－ジ
ラウリルヒドロキシルアミン；Ｎ，Ｎ－ジドデシルヒドロキシルアミン；Ｎ，Ｎ－ジテト
ラデシルヒドロキシルアミン；Ｎ，Ｎ－ジヘキサデシルヒドロキシルアミン；Ｎ，Ｎ－ジ
オクタデシルヒドロキシルアミン；Ｎ－ヘキサデシル－Ｎ－テトラデシルヒドロキシルア
ミン；Ｎ－ヘキサデシル－Ｎ－ヘプタデシルヒドロキシルアミン；Ｎ－ヘキサデシル－Ｎ
－オクタデシルヒドロキシルアミン；Ｎ－ヘプタデシル－Ｎ－オクタデシルヒドロキシル
アミン；およびＮ，Ｎ－ジ（水素化獣脂）ヒドロキシルアミンから成る群から選択される
メンバーから選択されるＮ，Ｎ－ジヒドロカルビルヒドロキシルアミンである、請求項１
８に記載の方法。
【請求項２０】
　前記加工用添加剤が、前記溶融加工可能な有機材料の総重量の０．００１～６５．０重
量％存在する、請求項１～１９のいずれか１項に記載の方法。
【請求項２１】
　前記加工用添加剤が、前記溶融加工可能な有機材料の総重量の０．０１～２５重量％存
在する、請求項２０に記載の方法。
【請求項２２】
　前記溶融加工可能な有機材料が、製品の成形品を製造するための方法において使用する
ためのものである、請求項１～２１のいずれか１に記載の方法。
【請求項２３】
　前記製品の成形品を製造するための方法が、射出成形、回転成形、ブロー成形、オープ
ンリール成形、金属射出成形、圧縮成形、トランスファー成形、浸漬成形、ガスアシスト
成形、インサート射出成形、微小成形、反応射出成形、および二段階射出成形から成る群
から選択される、請求項２２に記載の方法。
【請求項２４】
　製品の成形品を製造するための方法が、回転成形方法である、前記請求項２３に記載の
方法。
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